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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本業務は、鳥取県が管理する八頭県土整備事務所管内の一般国道、主要地方道及び一般県道の道路区域内に設置する道路のり面工及び土工構造物の変状等の異常を把握するために点検を行ったものである。なお、点検作業においては、1次点検および2次点検を実施している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今回の179箇所の2次点検結果において、「異常あり：×」と判定した点検施設は12箇所である。その12箇所において、今後の対応として③「対策要検討」と判断した施設は、12施設となった。該当箇所においては、第三者被害につながるおそれのある施設と判断して、変状等に対して何らかの対策を必要とする施設として扱うものである。また、早急な応急処置を必要とする④「要応急対応」に該当する施設は無かった。
「異常なし：○」と判定した点検施設は167箇所である。その167箇所において、今後の対応として①「通常のパトロールで点検」に該当する施設は94施設であり、通常のパトロール等による比較的簡易な目視管理を望むものである。また、②「経過観察」に該当する施設は73施設であり、変状は見られるものの現状では第三者被害につながるような状況ではない施設が該当する。よって、今後の対応としては、変状箇所を把握したうえで、定期的なパトロール等による目視管理が望まれるものである。なお、②「経過観察」が必要な施設では、損傷状況や変状程度が施設毎に違っている。ここでは、今後の対応として②「経過観察」としている73施設の中において、比較的変状程度が大きく、今後の状況変化について注意が必要な施設として、17施設の抽出を行った。この施設は、今後更に変状が進めば、「異常あり：×」の評価に移行する可能性を有すると判断したものである。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
H26年度に実施した「のり面工・土工構造物総点検点検業務」において、1次点検に伴う点検調書を作成している。H27年度において、残路線の1次点検と全路線の2次点検を実施している。H27年度業務においては、別紙1（構造物リスト）がマクロ対応様式となっており、別紙2（調査記録表、現状写真）を作成すると別紙1が自動に作成される形式となっている。
H27年度業務において、H26年度に作成した1次点検調書を使用して、2次点検調書を作成した場合、別紙1（構造物リスト）を自動作成できないという不具合が生じた。また、H26年度において1次点検のみで完了している路線においても、同一様式にて管理することが望ましいということで、既存点検調書のうち別紙2（調査記録表、現状写真）をH27マクロ対応様式に再作成することとなった。



HBHYIZ

1V RBREF T, MR R HEICHE - 50 8%
L. #FEEICEMIZE 'd‘%mbb\ﬁ%k%ii'd‘

HRBFETTAETEVNTUVV 2 FLERERZIIL
OREBRBAICITRERBBRL LIFET,

CHREHYNESITESNELE



	県道岩美八東線外道路のり面工・土工構造物総点検業務委託
	1.　業務の内容�2.　業務の技術的特徴�3.　苦労した点、工夫した点�4.　表彰に至る高評価の要因���
	1.　業務の内容���
	1-1.　業務の概要
	1-2.　点検対象エリア
	1-3.　点検対象路線（14路線）
	2.　業務の技術的特徴���
	2-1.　主な基準書
	2-2.　実施手順
	2-3.　点検対象
	2-3.　点検方法
	2-4.　異常箇所の判定
	2-5.　異常の判定基準
	2-6.　調査記録表
	3.　苦労した点、工夫した点���
	3-1.　苦労した点
	スライド番号 17
	3-1.　工夫した点
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	4.　表彰に至る高評価の要因�（推測）���
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	おわりに

